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図2 空き家対策への認知・関心度 

 【凡例】 Si：Si 集合住宅  Ka：Ka 団地ラスハウス 
I：自治体・NPO 法人等主体の空き家対策 
J：空き家バンクの認知・関心度 
K：空き家セミナーの認知・関心度 
L：空き家相談窓口の認知・関心度 
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1. 研究背景と目的 
本稿は，前稿（その8）に続く一連の研究であ

る。前稿（その8）では，千葉県に立地するテ

ラスハウスと集合住宅を対象とし，居住者の生

活，居住意識と空き家に対する意識の関係につ

いて，テラスハウスと集合住宅の比較を行い，

まちの持続性の視座から考察した。本稿では，

集合住宅とテラスハウスの居住者の生活，居住

意識，空き家に対する意識と余暇志向との連関

的関係について整理し報告する。  
 
2. 調査概要 
調査概要は前稿（その8）と同様である。 

 
3. テラスハウス居住者の空き家への意識 
3-1. 周辺の空き家，空き家対策への認知・

関心度（図1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Si集合住宅では，すべての項目において「認

知・関心度無し」が「認知・関心度有り」を上

回っている。一方で，Ka団地では全ての項目に

おいて「認知・関心度有り」が「認知・関心度

無し」を上回っている。 
 
3-2. 空き家対策への認知・関心度（図2） 

Si集合住宅では，すべての項目において「認

知・関心度無し」が「認知・関心度有り」を上

回っている。Ka団地においても，「認知・関心

度無し」が「認知・関心度有り」を上回ってい

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
3-3. 周辺の空き家，空き家対策への認知・

関心度と改修の有無（図3,4） 
Si集合住宅は，「改修経験有り」の中で空き

家・空き家対策への認知・関心度のすべての項

目において「認知・関心度無し」が「認知・関

心度有り」を上回っている。「改修経験無し」

の中ではJ以外の項目で「認知・関心度無し」

が「認知・関心度有り」を上回っている。 
Ka団地では，「改修経験有り」の中でA ~H

の項目において「認知・関心度有り」が「認知・

関心度無し」を上回っている。 

図1 周辺の空き家，空き家対策への認知・関心度 
(n=302) 

 
【凡例】  Si：Si 集合住宅  Ka：Ka 団地ラスハウス 
A：まち全体の空き家への認知度 
B：住居区域内の空き家への認知度 
C：まち全体の空き家への関心度 
D：住居区域内の空き家への関心度 
E：自治会主体の空き家対策への関心度 
 

 
F：地域居住者主体の 

空き家対策への関心度 
G：自治体・NPO 法人等主体の

空き家対策への関心度 
H：空き家バンクへの関心度 
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「改修経験無し」の中でI ~Lの項目において

「認知・関心度無し」が「認知・関心度有り」

を上回っている。 
 

4. 余暇活動時間量，余暇活動人数の概
要（図5,6） 

1） 余暇活動時間量 
余暇活動時間量はSi集合住宅が多いものから

順に「休息」，「ソーシャルメディア」，「ス

ポーツ」となっている。 
Ka団地の余暇活動時間量は多いものから順

に「ソーシャルメディア」，「教養」，「休息」

となっている。 
2） 余暇活動人数 
余暇活動人数はSi集合住宅が多いものから順

に「団体活動」，「交際」，「スポーツ」とな

っている。 
Ka団地の余暇活動人数は多いものから順に

「団体活動」，「休息」，「スポーツ」となっ

ている。 
 

5. 空き家への意識と余暇活動の関係
（図5,6） 

1） 余暇活動時間量 
Si集合住宅では，「団体活動」において，「認

知・関心度有り」が「認知・関心度無し」を上

回っている項目はJ,Lである。 
Ka団地では，「団体活動」において，「認知・

関心度有り」が「認知・関心度無し」を上回っ

ている項目はA,B,C,D,E,Gである。 
2） 余暇活動人数 

Si集合住宅では，「創作・芸術・写真」にお

いて，「認知・関心度有り」が「認知・関心度

無し」を上回っている項目はB ,D ,E ,F ,I ,J,L
である。 

Ka団地では，「創作・芸術・写真」において，

「認知・関心度有り」が「認知・関心度無し」

を 上 回 っ て い る 項 目 は

A ,B ,C ,D ,E ,F ,G ,H ,K,Lである。 
 
6. 空き家への意識，改修の有無と余暇
活動の関係（図7,8） 

1） 余暇活動時間量 
「団体活動」においては，Si集合住宅では「改

修あり」の中でH ,J,Lの項目が，「認知・関心

度有り」が「認知・関心度無し」を上回ってい

る。 
Ka団地では「改修あり」の中でA~E,Gの項目

が，「認知・関心度有り」が「認知・関心度無

し」を上回っている。 

図3 Si集合住宅の周辺の空き家， 
空き家対策への認知・関心度と改修の有無 
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図4 Ka団地の周辺の空き家， 

空き家対策への認知・関心度と改修の有無 
【凡例】 Si：Si 集合住宅 Ka：Ka 団地テラスハウス 

Ⅰ:改修有り        Ⅱ:改修無し 
 

A：まち全体の空き家への認知度 
B：テラスハウス区域内の 

空き家戸数への認知度 
C：まち全体の空き家への関心度 
D：テラスハウス区域内の空き家への関心度 
E：自治会主体の空き家対策への関心度 
F：地域居住者主体の空き家対策への関心度 

G：自治体・NPO 法人主体の 
空き家対策への関心度 

H：空き家バンクへの関心度 
I：自治体・NPO 法人主体の 

空き家対策の認知度 
J：空き家バンクの認知度 
K：空き家セミナーの認知度 
L：空き家相談窓口の認知度 
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図 5 空き家への意識と余暇活動時間量（分）の関係 
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図 6 空き家への意識と余暇活動人数（人）の関係 
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2） 余暇活動人数 
「交際」においては，Si集合住宅では「改修

あり」の中で全ての項目が，「認知・関心度無

し」が「認知・関心度有り」を上回っている。 
Ka団地では「改修あり」の中でB ~Hの項目

が，「認知・関心度有り」が「認知・関心度無

し」を上回っている。「改修なし」の中では

A,B,G ,H ,Jの項目が，「認知・関心度有り」が

「認知・関心度無し」を上回っている。 
 

7. まとめ 
本校では，集合住宅とテラスハウスの居住者

の空き家に対する意識と改修の有無，余暇活動

特性の関係的側面から考察し，以下の基礎的知

見を得た。 
1） 空き家への意識 
Si集合住宅では，すべての項目において「認

知・関心度無し」が「認知・関心度有り」を上

回っており，周辺空き家への関心度，空き家対

策ともに関心度が低いことがわかる。一方で，

Ka団地では空き家への認知・関心度は全ての

項目において「認知・関心度有り」が「認知・

関心度無し」を上回っており，周辺空き家への

関心は高い。空き家対策においてはすべての項

目が「認知・関心度無し」を上回っており， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テラスハウス居住者も空き家対策をあまり認

知していない。 
2） 空き家への意識と改修の有無 
Si集合住宅では，空き家，空き家対策への認

知・関心度において，「改修無し」のD,Jを除

き，認知・関心度が低い傾向にある。 
Ka団地では，空き家，空き家対策への認知・

関心度において，「改修の有無」に関わらず低

い傾向にある。 
3） 空き家への意識と余暇活動の関係 
Si集合住宅では，「団体活動」において，「認

知・関心度有り」が「認知・関心度無し」を上

回っている項目はJ,Lである。 
Ka団地では，「団体活動」において，「認知・

関心度有り」が「認知・関心度無し」を上回っ

ている項目はA,B,C,D,E,Gである。 
Ka団地では近隣空間で「団体活動」，「飲食」

を行う居住者は，居住者間の交流により地域へ

の関心も高まり，時間量の増加とともに空き家

に対する「認知・関心度有り」と回答した人が

多い傾向にあるが，Si集合住宅では同様の傾向

は見られなかった。 
Ka団地においては，他者との交流の時間が空

き家に対する認知・関心度の高さと連関してい

るといえよう。 
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図 7 空き家への意識，改修の有無と余暇活動時間量（分）の関係 
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図 8 空き家への意識，改修の有無と余暇活動人数（人）の関係 
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4） 空き家への意識，改修の有無と余暇活動の

関係 
Ka 団地では空き家に対する意識（A 〜L）

について改修経験のあるテラスハウス居住者

の方が空き家に対する認知・関心度は高い傾

向が見られるが、Si 集合住宅では同様の傾向

は見られなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

また，Si 集合住宅では改修をしたことがあ

る人の中で，空き家対策に対する認知度は

「ソーシャルメディア」，「交際」の時間量

が多い人ほど高い傾向にある。 
 
参考文献 

前稿（その8）と同様である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

— 692 —


